
    

 

あけましておめでとうございます 

新しい年がはじまりました。1月は寒さが一段と厳しくなり、体調をくずしやすい時期ですが、しっか

りと食べて元気に過ごすことが大切です。13 日から始まる給食

では、体が温まる料理や、冬が旬の食べものをたくさん取り入れ

ています。毎日の給食をしっかりと食べて元気いっぱいで過ごし

ましょう。 

 

 

 

 

１月は「睦月
む つ き

」といいます。親せきや友人が互いに行き交い「仲むつまじくする」ことから名づけら

れました。新年に幸せを願うさまざまな行事があり、行事食がとても身近に感じられる月です。 
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１月のさまざまな行事と行事食  



 

 

 

日本の学校給食は明治時代、山形県鶴岡市で昼食を持参できない子ども

たちのために、おにぎりと魚、漬物を用意したのが始まりです。その後、徐々

に全国に広まった給食も第二次世界大戦で中断されました。戦後、海外から

の救援物資で再開された学校給食は、栄養が不足しがちだった多くの子ど

もたちを救いました。今はゆたかになった日本ですが、当時の気持ちを忘れ

ないために設けられたのが「全国学校給食週間」です。 

 

この機会に、給食が食べられることにあらためて感謝し、学校

給食の役割について考えてみましょう。26 日～29 日は、昔の給

食を再現した献立を提供します。お楽しみに・・・ 

 

全国学校給食週間です（1月 24日～３０日） 

 

 


